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会報委員長 菅藤裕之

会報副委員長 橘内美智夫

編集責任者 菅藤裕之

開会点鐘 野崎正広会長 １８：３０ ～

スマイルＢＯＸ・ロータリー財団

幹事報告

ソングリーダーと四つのテスト唱和

佐藤信博パスト会長

さすが。パスト会長、チャー

ターメンバーは、違います。

職業奉仕委員長

大波紀仁会員

前に出ましたね。

主役なんですから。

会長挨拶 野崎正広会長 １８：３５ ～

閉会点鐘 １９：３０

ゲストスピーチ

スピーチ内容

今日のお食事

ﾛｰﾀﾘ財団副委員長

阿部正美パスト会長

今泉 睦 幹事

ﾛｰﾀﾘ財団委員長
長谷川玲子会員

米山記念奨学会

三瓶善明委員長

お食事の様子。

本日の例会は、10月最終の例会と成ります、早いもので今年度も4ヶ月が過ぎようと

しております。

12月には次年度の組織が発表され、次年度の準備が始まる訳ですが、しかしながら、

今年度もまだまだ、行事が残っております、来月11月14,15日は今年度の地区大会で

す、この日は、県議会議員選挙の投票日と重なりますので、参加の会員の方々は期

日前投票等を利用して選挙を済ませての参加をお願いいたします。

また、12月には福島県学生親睦囲碁大会が予定されております例会は12月17日の

クリスマス例会で年内は終了ですが、囲碁大会は12月20日(日)の開催となりますの

で、多くの会員の皆様に御協力を宜しくお願い致します。

年が明けまして3月27日(日)には今年度第1分区における当クラブ担当でのボーリン

グ大会もございます。

今年度でボーリング大会は、3回目ですが、前回大会まで西ロータリークラブさんが

連続優勝しております、今回は是非当クラブが頑張れるよう腕に自信がある方は是

非参加をお待ちしております。

ちなみに、これはこれから理事会に図って承認を頂いてからですが、2月18日の例会

を移動例会に変更して、皆んなでボーリングをし、その後懇親会をしたいと考えてお

ります、皆様の腕前を見させて頂き大会の参加者を選考する選考会を兼ねて行いた

いと思いますので多くの会員の方々の参加をお待ちしております。

以上

野崎正広会長 木村幸二直前会長

今泉睦幹事 宗形守敏初代会長 望木昌彦

佐藤信博パスト会長 三瓶善明パスト会長

佐々木廣充パスト会長 阿部正美パスト会長

佐藤 敬 氏家 健 樋口静克 大波紀仁

松本和彦 菱沼勝秋 渡辺浩子パスト会長

菅藤裕之副幹事 橘内美智夫

野崎正広会長 宗形守敏初代会長 望木昌彦

佐藤信博パスト会長小林利光佐々木廣充パスト会長

阿部正美パスト会長 氏家 健 大波紀仁菱沼勝秋

渡辺浩子パスト会長菅藤裕之副幹事長谷川玲子

野崎正広会長 宗形守敏初代会長 望木昌彦

三瓶善明パスト会長 阿部正美パスト会長 氏家 健

大波紀仁 菱沼勝秋菅 藤裕之副幹事

宗形守敏初代会長「11月で白寿になり

ます。ありがとうございます。」

米山記念奨学会

ﾛｰﾀﾘ財団委員長
長谷川玲子会員

あれ？発表しない。パスト会長にメ

チャブリですね。 それでいいんです。

パスト会長は経験豊富。大いに活用し

ましょう。

ロータリー財団について

□寄付の種類 ロータリー財団の「認証」

年次基金：「ポール・ハリス・フェロー」1000＄ 目標：150＄/年1人

恒久基金：「ベネファクター」 1000＄ 目標：クラブ1人/年

（元本を残し運用益で活動）

使途指定寄付（ポリオ・プラス等）

・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（2度以上）

・ポール・ハリス・ソサエティPHS（毎年1,000＄）1999年創設

・メジャードナー（大口寄付者 10,000＄ ﾍﾞﾈﾌｧｸﾀｰ含）

・遺贈友の会：遺贈額を1万ドル以上に指定

・ロータリーカード 個人（利用額の0.3％） 法人（利用額の0.5％）

・100%ポール・ハリス・フェロー・クラブ（クラブ全員）

税優遇措置

ロータリー日本財団への寄付を10万円しますと、約4万円が税額控除になります。

□補助金の種類 （2013－14年度から改正）

Ⅰ地区補助金（DDF） （3年前の寄付金の1/4）今年度の額：約870万

・ロータリー財団奨学生に約240万

・各クラブへの補助：限度50万（同額補助）

地区補助金申請資格

①補助金管理セミナーに各クラブ１名以上参加（今年度：11月28日開催）

②クラブの参加認定：覚書（ＭＯＵ）を提出（会長・エレクトの署名 郵送）

③申請：前年度の1月1日～3月31日までに補助金申請を提出

Ⅱグローバル補助金

（3年前の寄付金の1/4）今年度の額：約870万 累計：約2,500万（未使用）

Ａ人道的プログラム

・２カ国以上のクラブ及び地区で実施

・６の重点分野に関するプロジェクト

「平和と紛争予防／紛争解決」「疾病予防と治療」「水と衛生」「母子の健康」「基本的教育と識字率向

上」「経済と地域社会の発展」

・プロジェクトの予算規模は3～40万ドル（360～4,800万円）※120円/＄

・未来の夢計画に沿った使い方で財団の承認が必要

・プロジェクト正式申請５月15日まで
Ｂ教育的プログラム

グローバル奨学生

VTT職業研修チーム

ロータリー平和フェローシップ

※ロータリー平和フェローシップは、世界の提携大学に

おかれたロータリー平和センターにおいて平和と紛争解

決の分野での研究を支援する奨学金です。このプログラ

ムの奨学生はロータリー平和フェローと呼ばれ、毎年約

110人が、修士号取得または3か月の専門能力開発修

了証プログラムに参加します。

※ポリオ・プラス（ロータリー財団本部）

日本国内では、募金総額40億円を最終目標として、

1986年7月から、日本ポリオ・プラス委員会により、5年

計画のポリオ・プラスの募金キャンペーンが始まりました。

各クラブや地区での積極的な取り組みのおかげで、この

キャンペーンが展開されていた1986年7月から1991年6

月までの5年間で、目標額をはるかに超える約49億円の

寄付金を集めることができました。 以上

スピーチありがとうございました。


